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 ワークシート・資料編  

１ 授業プリント② 

 

 

【写真】 

蔣介石 

 

【写真】 

毛沢東 

 

 

【資料】 

・石原莞爾の「満蒙問題」 

に関わる主張 

 

【資料】 

・満州国における 

自動車生産の様子 

を示す写真 

 

【資料】 

・都道府県別に 

満州への移民の 

人数を示す 

地図(主題図) 

 

【資料】 

二・二六事件で掲げられた 

軍への回帰を促すバルーン 

の写真 

 

 

【資料】 

・浜口内閣を非難する 

労働組合のポスター 

 

【写真】 

溥儀 

清 中華民国 

軍閥 

蔣介石 北伐 

南満州鉄道 

張作霖 

関東軍 

張作霖 

関東軍 

満州事変 

満州国 

国際連盟 

国際連盟を脱退 

五・一五事件 
二・二六事件 

(予想される解答例)※「Ｂ」とする解答の例 
政府が話し合って決める政治が，軍の統帥権を振りかざした，勝手な政治に変化していっ
た。政府はテロなどを恐れ，それを止めることができなかった。民衆の政府に対する不
信感は強まり，国民は軍が自分たちのことを一番考えてくれると思うようになった。二・
二六事件でも軍の別の派閥がそれを抑えたので，国民はさらに軍を信用した。 
（添削例） 
・恐慌に対する政府の対応，国民の不満，軍が国民を扇動したことなど，指摘したい。 
→とくに農業不況に対して政府は有効な手段がとれず，農村を中心に軍への支持が拡大 
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２．ワークシート② 

(予想される解答例) 
・軍の暴走を政府は止められなかったから。 
・不況を克服するための軍事行動を国民が支持したから。 
・連盟に入っていると自分たちの思うように領土を奪えないから。 

(予想される解答例) 
・満州は国民の命，中国人はそ
れを奪おうとしている，危険 
・満州があれば米に勝てる 
・国民は軍を信じる 
・国民は中国人を悪い人だと思
い込み，軍に対し信頼感を持っ
ている。 
・多くの人が満州への武力行使
を容認している。 
 

(予想される解答例) 
・一番大事なのは，戦争回避。 
・日本に大人しくしてほしい。 
・建前上，路線爆破＝中国側の
行動。日本の自衛権は× 
・満州国は自発的な国ではない
ので認めない。自治なら〇 
・日本の満州権益は守られなけ
ればいけない 
・日本は怪しいが，日本は交渉
のテーブルにのせるべき。 
・国民に真実を知らせるべき。 

(予想される解答例) 
・満州での日本の立場は，強く
ないと考えていた。 
・満州に積極的にお金を出して
いく必要がある。 
・政府は英米の非難と軍のクー
デターの両方を恐れた。 
・松岡は事態に対し悲観的，内
田は楽観的だった。 
・連盟規約に反してしまったこ
とに気付いても，軍が怖くて後
に引けなく成ってしまった。 

(予想される解答例) 
→後述「４ 評価問題に対する予想される解答例」を参照 
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３ 資料Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

【写真】 

松岡洋右 

 
 

【写真】 

石原莞爾 

(予想される解答例) 
・多くの犠牲，莫大な財産を投じた満州を，中国から守らなければならない 
・中国人は危険。満州を中国にとられると，日本は不況から抜け出せない。 

(予想される解答例) 
・満州を守らないと，日本国民の生存を保障できない。 
・近い将来アメリカと総力戦と成った場合，満州があれば勝てる。 
・中国のボイコットなどから，事変が中国の仕業ということに国民は疑問をもたない。 

(予想される解答例) 
・国民は，中国人を悪い人間だと思っている。 
・国民は軍に対して信頼感を持っている。 
・東大生をはじめ優秀な人物も，満州での武力行使をよしとしている。 
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【写真】 

リットン 

 

 

【写真】 

リットン 

【写真】 

犬養毅 

【写真】 

団琢磨 

(予想される解答例) 
・満州国はだめだけど，一番大事なのは，日中の戦争を避けることだ。 
・日本の持っている満州権益は保障するから，日本に大人しくしてほしい。  など 

(予想される解答例) 
・建前上，路線爆破＝中国側の行動とする。ただ，日本の自衛権は認めない。 
・満州国は自発的な国ではないので認めない。でも，自治ならいいのでは。 
・日本の満州権益は守られなければいけないし，中国のボイコットなどもだめだ。 
・日本と中国は話し合って欲しい。日本には，もっと大きな視野で物事を見て欲しい。 
・本音で言えば，日本は怪しいが，日本は交渉のテーブルにのせるべき。 
・国民が軍を支持するのは，国民が何も知らないから。真実を知らせるべきだ。 など 
※日本を非難するものばかりではなく，日本を擁護する提案も多かったことに注目したい。 
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【写真】 

若槻礼次郎 

 

 

【写真】 

松岡洋右 

 

 

【写真】 

内田康哉 

 

【写真】 

斎藤実 

 

(予想される解答例) 
・政府は，満州での日本の立場は，決して強くないと考えていた。 
・満州権益をより確かにするため，積極的にお金を出していく必要がある。 など 

(予想される解答例) 
・政府は英米の非難と軍のクーデターの両方を恐れた。結果的に良い方に転べるようにしていた。 

(予想される解答例) 
・松岡は事態に対し悲観的，内田は楽観的だった。内田は連盟を信用していない。 
・連盟規約に反してしまったことに気付いても，結局軍が怖くて後に引けなく成ってしまった。 
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４ 評価問題に対する予想される解答例 

 問 なぜ満州事変は引き起こされたのか。そして日本はなぜ連盟を脱退したのか。 

 ① Ｂとする解答例 

日本は，資源の多い満州を守るために事変が中国のしわざということにし，国民に信じ込ませ，

軍に加勢するように求めた。だが，リットンが日本の行動と満州国を認めなかった。満州をめぐ

る日本と中国の戦争をおそれ，日本が満州に持っている権益を保障し，中国にはボイコットを禁

止し，日本と中国に戦争ではなく話し合いによる和解を求めた。 

満州事変前は，日本が満州へ多額のお金を投資し，経済ブロックを回そうとしていた。満州国

は日本のものだと世界にアピールしていた。リットンから勧告を受けた政府は対策をしていたが

陸軍による熱河省侵攻作戦を天皇と総理大臣が認めてしまい，熱河省に侵攻した。日本の行動を

連盟は認めず，連盟で一番重い処分である除名となり，日本は強制的に国連を脱退させられた。 

 この解答に対する添削例 

 ・「国際社会」の視点については，調査団が日本に期待したことも含め，よく書けている。 

 ・1～2 行目「軍に手を貸してほしい～国民に信じ込ませ」…なぜ国民は軍を信じ，軍を支持したのか。 

  →当時の経済状況，政府の対応，軍の広報活動や情報操作などの視点を取り入れたい。 

 ・5～6行目「満州国は～アピールしていた」→しかし世界はそう思っていなかった。 

 ・6～7行目「政府は対策をしていた」→書くのであれば，具体的に。できなければ書かない。 

 ・8行目「連盟で一番～脱退させられた。」…×除名を下され，×強制的に脱退させられた。 

  →政府が国際社会と国民（軍がバック）の板挟みになりながら，何を最も恐れ，最後は何を避ける 

形で自ら連盟脱退の道を選んだのか指摘したい。 

 ※「国民」の視点は不十分だが取り入れているので○。「政府」の部分で間違いがあり，評価は「B」。 

 

 ② Ａとする解答例 

軍は国民に対し，苦労して犠牲も出して手に入れた満州の権益を，中国に勝手なことをされて

奪われてしまうと訴えた。満州を日本のものにすれば経済も安定し，総力戦になってもアメリカ

に並ぶ力が手に入るのに，悪い中国が日本人を追い出そうとしていると，誇張してあおった。国

民は軍を信じ，軍を支持することで，軍が満州で動きやすい状況ができ，満州事変は起こされた。 

これに対し国連は，満州国は行き過ぎで認めないとしながら，中国と日本の戦争を避けようと

互いの妥協点となる提案をした。また，日本の国民が真実を知らず，判断がゆがめられていると

し，真実を伝えようとした。国連も政府も日本の国連脱退には消極的だった。しかし，軍が新た

に侵攻したことについて，政府は軍と国民の意見に背くと，軍のテロが起こると考え，国連を脱

退せざるをえなかった。 

 この解答に対する添削例 

 ・「真実を知らない国民，それを伝えようとする国際社会，テロを恐れる政府」という構図が分かりや 

すく書けている。 

・満州事変，満州国建国に対しても，軍は積極的に認めないものの，軍を止められなかったことも指   

摘できるとよい。 

 ・国民が軍を支持した背景として，授業でも扱った「不十分な農業政策，政府への不信」を指摘でき  

るとよい。 

 ※「真実を知らない国民，それを伝えようとする国際社会，テロを恐れる政府」という構図が良い 

→評価は「Ａ」。 
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